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　山岳博物館では、北アルプスの山麓から高山に生息

する動植物を飼育栽培する付属園（動植物園）を併設し、

希少野生動植物の保護増殖や調査研究を行うとともに、

生体展示などの教育普及活動をしています。また、長

野県からの依頼を受け大町市周辺地域の野生動物を救

護収容しています。

　平成 26 年 4 月 26 日から 5 月 6 日のゴールデン

ウィーク期間中に、「付属園まつり」を実施し、のべ

815 人の参加がありました。この事業は、付属園と動

植物を身近に感じ親しみを持っていただくとともに、

傷病鳥獣の救護などの活動や、付属園の役割について

理解を深め、野生動物や自然環境への関心を高めてい

ただくことを目的としたものです。

　「写生大会」では、付属園内の展示動物を描き、野生

動物の特徴をとらえるとともに、動物愛護の精神を高

めて命の大切さを学びました。

　動物の解説を聞きながら園内を巡る「どうぶつ観察

ツアー」では、毎日動物に接している飼育員しか知ら

ない図鑑や教科書には載っていない動物の特性の話し

なども聞けました。

　園内 6 か所に設置した展示動物を絵柄にした飼育員

手作りスタンプを楽しみながら押して集める　「スタン

プラリー」は、最後に特大スタンプを押すことができ

付属園への親しみを深めました。

　「おおまぴょんとあそぼう」は、大町市の動物である

ニホンカモシカをモチーフとしてデザインされた当市

の公式キャラクターを登場させて、子供たちの興味を

引き付けながらニホンカモシカの特徴を理解しました。

（市立大町山岳博物館　副館長）

付属園まつりを開催いたしました
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 大町市内在住の６５歳以上の方は、年間を通じて博物館の観覧料が無
料となります。
 大町市内の小学校および中学校に通う児童・生徒の方は、年間を通じ
て博物館の観覧料が無料となります。

（ ※ 入場の際に受付にて、住所・氏名等をご記入ください。）

博物館 −フィールドガイド−

慎太郎祭　−記念登山に寄せて−　西田 均

今年も、針ノ木慎太郎祭の開催が近づいて来ました。

昭和 33 年、第1回の祭事が大町山岳会によって執り行わ

れ、その後参画団体や手法など変えながら積み重ね、今回

５７回を迎える大町市にとっては一大山岳イベントです。

　実施の趣意は、当地の登山の先達である百瀬慎太郎氏

の「偉業をたたえ、偲び併せて山開きの行事にしよう」と言

うことであったとされていますが、芥川賞受賞の新進若手作

家「石原慎太郎」人気にあやかっ

てといった側面も大きかったこと

は公然の秘密となっています。

私自身は、記念登山を中心に

役員として関わったのが第22回

からで、もっと長く係わって来

た先輩方々がおいでの中ですが、

指名を受けたこの機会に、まとま

らないまでも幾つかの事柄につ

いて一文を記すこととします。

《開催日の変更》　

慎太郎祭は毎年６月第1日曜日に開かれますが、第 2 回

までは7月中旬の日曜日に、第3回からは6月第3日曜日に、

第11回からは第 2日曜日、第 31回から現在の第1日曜日

となっています。少なくとも第11回からは梅雨時期との兼

ね合いから1週間ずつ早い実施に変えてきました。

私が関わり始めた頃は、既に第 2日曜日となっていました

が、記念登山は雨に降られては途中下山、夕方のニュースで

梅雨入り宣言を聞くという状況が度重なり、記念登山を謳っ

ていながら途中下山ばかりで「ウェストン祭とは客層が違う

はず！」「２週続けて登山イベントに参加する人はいないは

ず！」と言う事になり、第１週への前倒しされました。これに

より記念登山の実施率は格段に上がったとは言え、登山隊長

は毎年、空模様を心配しながら当日の朝一番に実施の可否

を判断するのです。私

も隊長の時に微妙な

天候下で中止の判断

を下しましたが、その

プレッシャーは尋常で

はありませんでした。

《参加者とルート》

慎太郎祭参加者もご多分に漏れず中高年登山者が多くを占

め、最近になって若い方の顔も見えるようになって来たとい

う日本の登山者の年代構成の変化をそのまま示しています。

以前は大町駅から 6 ～ 7 台の貸し切りバスを連ねて登山

口である２号トンネル入口（通称：土捨て場）まで行き、林

間遊歩道を利用して雪渓上のお祭り広場へ向かっていました

が、参加者年齢が上がるにつれ林間遊歩道では体力的、時

間的に厳しい参加者が出始めてきました。

そういった中、帰りのロスタイムを嫌いマイカーで扇沢ま

で向かうことを希望する方が増え始め、扇沢駅でも受付を

行いバスに再乗車し土捨て場に向かう選択肢が作られ、また平成 3

年の残雪・倒木状況を受け安全確保のため土捨て場から篭川沿い

の砂防堰堤工事用道路に向かうルートへと変更されました。

しかし、このルートは下山の最後に「お汁粉広場」と呼んだ土捨て

場まで登り返すため、参加者からも役員からも是正が求められ第 48

回からは堰堤工事用道路入口を発着とする現在の形となっています。

記念登山も、以前は針の木岳、蓮華岳頂上まで行っていましたが、

針の木岳斜面の危険性から希望者による蓮華岳登山となり、さらに

峠の下山時間になっても戻れない方が出始めたため、針の木峠まで

の記念登山に落ち着いたのです。

しかし、どう言う訳か最近は峠まででも時間的に苦しくなり始め

ています。参加者の体力が落ちてきているのか、運営方法に原因が

あるのか検討の余地があるように思われます。

《安全性と登山カード》

登山カードは、参加者を把

握する唯一の手段であり、実

行委員会で必要とする参加者

人数、参加者居住地域の把握

はもとより、登山隊にとって

事故防止、事故対応のために

最も重要なアイテムとなって

います。

以前は、2 枚もので住所・氏名を記入したものを登山隊リーダー

が持ち、要所要所で点呼を取り、最終的にもう一方のカード番号を

突合し下山確認としていました。

しかし、慎太郎祭に参加すると言って家は出たものの夜になって

も帰らないという騒動が起き、こちらもその方は不参加と言い切る

自信がなく、捜索の出発準備が整ったころ、予定を変更し映画に行っ

ていた当人が帰宅し一見落着とはなったのですが、もっと参加者掌

握のレベルを上げる必要があるということになり、何度かの検討会

議を経て3 枚綴りの参加カードが考案されました。後年「事故発生

時マニュアル」も作られ記念登山の安全性はより高まったものと思

われます。

とは言え、今後も最善の注意と適切な改善を加え安全で楽しい慎

太郎祭記念登山を継続して行きたいものです。

6 月1日、新緑と残雪の針ノ木大雪渓でお会いしましょう！

（登山隊副隊長・市立大町山岳博物館指導員）

山恋いうる友よ集い来たれ
　　そして山の祝

ほがい

を謳歌しよう！
第57回針ノ木岳慎太郎祭
平成 26 年 6 月1日（日）（小雨決行）
受　付　扇沢駅前（午前 7：30 ～ 8：00）
会　費　1人　2,000円
　　　　（保険料・記念バッチ・山の歌集・おしるこ含む）
＊詳細問合せは大町市観光協会（0261-22-0190 へ）

大町市観光協会撮影

大町市観光協会提供
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山岳博物館　市民「無料」開放デー
博物館では、毎月第３日曜日（家庭の日）とその前日の
土曜日を「大町市民無料開放デー」としています。
６月は１４日（土）と１５日（日）です。

展示・イベントのご案内

鷹狩山と巨大礫と北アルプス
大峰山地の自然なぞ解きトレッキングツアーのみどころ

大町の東山を代表する鷹狩山・南鷹狩山は、今から

100 万年前に活動した火山から噴出した岩石でできて

いる山です。それはどこにあった火山で、どんな活動を

した火山なのでしょうか？

また、この東山の中腹から山頂部にはところどころに、

丸くて角のとれた巨大な礫が転がっているのです。現在

の高瀬川の河原でみられるような巨大な礫が、なぜこん

な高いところに残されているのでしょうか？

東山もそこに見られる巨大礫も、北アルプスと大いに

関係していると考えられています。このツアーでは、そ

んな謎解きに挑戦してみましょう。

鷹狩山と人、そして希少野生植物

鷹狩山は、標高 1,000m をわずかに超える山です。

山頂付近に至るまでカラマツやヒノキ、スギなどの植林

地がみられ、博物館側の中腹には畝があり、かつては、

耕作地として利用されていたことがわかります。

頂上あたりの植生は、標高からブナが生えることので

きる高さなのですが、このあたりも人の手が入ってい

て、鷹狩山が昔から広く利用されていたことがうかがえ

ます。

いっぽう、この山には、長野県が 2014 年に刊行した

長野県版レッドリストで、絶滅危惧Ⅱ類にランクされた

サクラソウや準絶滅危惧種にランクされたササユリの生

育がわずかにみられます。両種とも長野県希少野生動植

物に指定され、勝手に採取することは禁じられています。

ツアーの開催のころには両種とも花はすでに終わってしまっ

ていますが、そもそもサクラソウ、そしてササユリとはいった

いどのような植物なのか。この度はそれらを通して、生物、そ

して環境との関係のなぞ解きに挑戦してみましょう。

大峰山地の自然なぞ解き
トレッキングツアー　行事のご案内

□大町市制施行60周年・合併10年記念事業
　「信州山の日」制定記念事業
□主　　催　市立大町山岳博物館・大町山岳博物館友の会

□内　　容

　大町市の東に位置する大峰山地の誕生の謎を探索す

る、トレッキングツアーを開催します。今回のツアーで

は、信州大学名誉教授でもある小坂共栄山岳博物館専門

員といっしょに謎解きにでかけます。

　道中では、周辺の植物や歴史の話など博物館学芸員か

らのためになる ?! お話もあります。

□開 催 日　平成 26 年 7 月 21 日（月・祝）

□開催時間　午前 9 時～午後 3 時頃の予定

□見 学 地　

山岳博物館発～山の子村～鷹狩山山頂～乗越峠～霊松寺

～市民の森～山岳博物館着

□募集人員　25 名（定員になり次第、締め切ります。）

□対　　象　全行程を歩くことのできる方

□持 ち 物　昼食、飲物、雨具、運動靴、筆記用具ほか

※保険加入後のキャンセルには、キャンセル料（500円/1人）がかかります。

□参 加 費　一　般…大人1,500 円　小・中学生 500 円

　　　　　　友の会…大人1,000 円　小・中学生　 0 円

（資料代・保険料などを含みます。）

□申し込み　申し込みは、電話にてお申し込みください。

　　　　　　（電話　0261－22－0211）

　　　　　　なお、申し込み期限は、7 月 17 日（木）です。

大町市、観音橋から見た鷹狩山と南鷹狩山

東山、滝の入林道沿いの尾根上にみられる巨大な礫

ササユリ
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博物館のひろば
茶臼山動物園でライチョウを観察してみよう！　平成 26 年 5 月 11日（日）開催

山岳博物館では、昨夏、立山（富山県）に

おいてライチョウの観察ツアーを実施いた

しました。大町市のシンボル鳥でもあるラ

イチョウとはどのような鳥なのか、またど

のような環境にすんでいるのかを、実際に

現地で観察し、ライチョウを通してまず高

山環境に興味を持っていただくことを目的

に開催いたしました。

この度は、日本の動物園ではライチョウの

近似種であるスバールバルライチョウの繁

殖技術を確立し、それを日本のライチョウを

守るために役立てようと試みていることに

身近なしぜんのかんさつ
平成 26 年５月 16 日（金）開催

大北地域の湿地植物の生活史
研究グループが今年も活躍！

第３回フラム塾‐信濃大町食と
アートの廻廊‐を開催

　山岳博物館では、市内小中学校への出張形式

授業として、大町東小学校３学年に理科の単元

の「身近なしぜんのかんさつ」と「こん虫の育

ち方」に対応した観察会を毎年 5 月中旬に実施

しています。

　大町東小学校のまわりには、水田や河川（農

具川）があり、水辺の生き物を観察するのに適し

ています。

　ホタルの生活史（育ち方）を学ぶにあたり、こ

の時期幼虫であるホタルの餌のカワニナを水路

に入り、採集や観察（実際に触れてみる）し、ホ

タルの一生についての解説を聞き、知識と理解

を深め、さらに、水辺の自然環境や生態系につ

いての興味や関心を持たせる内容です。

　市内の他の学校でも学校の回りの環境に合っ

た内容での展開が広がればと考えております。

５月４日に大町市生涯学習課主催の「居谷

里湿原自然観察会」で、「大北地域の湿地植

物の生活史研究グループ」のメンバー２名が

ガイドを務めました。このグループは、2011

年の企画展「くさばなの一生　湿原で見られ

る植物の生活史〜その営みとなぞにせまる！

〜」を開催するにあたり博物館が公募で立ち

上げたものです。観察会では、ミズバショウ

やリュウキンカの生活の様子や生物とのかか

わり、湿地環境との結びつきなどについて触

れ、参加者は調査・研究に携わったもののみ

ぞ知る解説に興味・関心を持たれたことと思

われます。

使用写真は、企画展に向けて観察していた

ころのメンバー（居谷里湿原にて）

去る 4 月21日、「第３回フラム塾―信濃

大町食とアートの廻廊―」が山岳博物館を

会場に開かれました。フラム塾は、国内外

の芸術祭を多数プロデュースされている北

川フラム氏が、統括コーディネーターとし

て主宰されているもので、今回は講師とし

て当博物館の小坂共栄専門員が「北アルプ

ス廻廊の生い立ちを考える」と題して話題

提供しました。100 万年を時間単位とする

大町の平や西側の後立山連峰、フォッサマ

グナ側の東山の生い立ちの話に始まって、

そこに住んだ縄文の人々の話まで話題が広

がり、フラム氏のお話ともあいまって 50

名近い参加者からたくさんの意見や質問で

大いに盛りあがったフラム塾でした。

ついて、なぜ、そのようなことが必要なの

かを知り、日本のライチョウのおかれている

現状、高山環境についてさらに理解を深め

ていただくことを目的に実施いたしました。

講師は、長野県環境保全研究所堀田昌伸

研究員と長野市茶臼山動物園田村直也学芸

員に務めていただき、堀田研究員からは、

「日本にすむライチョウってどんな鳥？」と

題して、ミトコンドリア DNA からみた生

息域ごとの違いや森林総合研究所との共同

研究から、地球温暖化が進んだ場合のいく

つかのシナリオを取り上げ、ライチョウの

生息地の減少予測についてお話を聞きまし

た。（詳細は 4 月号を参照してください。）

田村学芸員からは、「スバールバルライ

チョウってどんな鳥？」と題して、スバー

ルバルライチョウの生息地や飼育すること

でわかったこと、環境省からの協力依頼を

受け、これまでにスバールバルライチョウ

を飼育してきた日本動物園水族館協会加盟

園館を中心に、「ライチョウ生息域外保全

プロジェクトチーム」が立ち上げられ、環

境省と一緒に日本のライチョウ保全に取り

組んでいくことについてお話しいただきま

した。ふたりのお話を通してこの度の企画

の意図を十分にお伝えすることができたと

思います。ご参加いただきました皆様、あ

りがとうございました。

本行事は、当館と連携・協力に関する協

定を締結した長野県環境保全研究所と山岳

博物館友の会・長野県環境保全研究所友

の会との共催によるものです。
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